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被　　服

地域のmm 生活活動に生かす短大被服教育

－リフォ-    .ムファッションシ3  ーでの発表を通して一

上野学園大短大　遠山千代子

【目的】“経済社会の激しい変化に即応し、真に豊かな市民生活を築く知識や情報を広く

提供し､市民意識の高揚を図り．健康でゆとりのある文化生活が営めることを目的とする”

という消費生活展の主旨に賛同し．その申で短大被服教育を生かすことを目的とした．

【方法】埼玉県草加市主催の第29回消費生活展（1997年6月）、ならびに第30回消費生活展
㎜　　　　㎜㎜･　’　　･･ ’- 甲　･ ■■●w●〃-゛ﾐ=●･‾wr--（1998 年6 月 ） に お い て 開 催 さ れ た リ フ ォ ー ム フ ァ ッ シ ョ ン シ3  ー に 。 本 学 家 政 科 の 学 生

約50 名 が 各 自 で 創 作 し た リ フ ォ ー ム 作 品 を 着 用 し て 出 場 。 モ デ ル と な っ て 発 表 し た 。

【結 果 】 リ フ ォ ー ム 作 品 発 表 の 直 接 的 動 機 は 地 域 （ 草 加 市 ） か ら の 要 請 で あ っ た が
。 常 日

頃 か ら 家 政 学 専 門 科 目 の 授 業 で 消 費 生 活 問 題 な ど を 学 習 す る 機 会 が 多 々 あ り 、地 域 と は 望

ま し い 協 力 体 制 に あ っ た 。 そ の よ う な 基 盤 の 上 で 実 施 さ れ た 試 み で あ っ た た め か 、下 記 の

よ う に 予 想 以 上 の 成 果 を 挙 げ る こ と が で き 。 学 生 に と っ て も 大 変 有 意 義 な も の と な っ た 。

① 地 域 の し か も 多 世 代 の 人 々 と の 交 流 が 活 発 に 行 わ れ た 。

地 域 の 様 々 な 消 費 者 団 体 の 存 在 と そ の 活 動 を 認 識 す る こ と が で き 、 モ デ ル と な っ た1 歳 か

ら8  0 歳 ま で の 方 々 と は ス テ ー ジ の 友 と な る こ と が で き た 。

② 消 費 生 活 の 見 直 し で 、 消 費 者 と し て の 自 覚 が 再 確 認 さ れ た 。

ダ ン ス に 眠 っ て い る 衣 類 を 生 か し て リ フ ォ ー ム 「ス テ キ に 変 身 」 さ せ る 。 す な わ ち 資 源 の

活 用 で 環 境 問 題 に 僅 か な が ら 貢 献 で き る 充 実 感 を 味 わ う こ と が で き た 。 最 近 。 古 着 は 若 者

の 間 で 新 鮮 な フ ァ ッ シ ョ ン と し て 見 直 さ れ 。 安 価 で も あ り 抵 抗 感 無 く受 け 入 れ ら れ て い る 。

③ 短 大 被 服 教 育 に 期 待 さ れ る ひ と っ の 新 し い 方 向 が 示 さ れ た 。

創 意 工 夫 が 生 か さ れ 、 発 表 機 会 が 設 け ら れ た こ と で 、 学 生 の 被 服 制 作 意 欲 は 大 変 向 上 し た 。
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手 編 み に 関 す る 研 究　　 一 棒針の太さと編みゲ ージとの関係一

○千　 葉　 よう子*

（* 仙台白百合短大，
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宮城学院女子短大）

〔目的〕前報
Ｄ
では、正確な編み地を作るためのスタートゲージについて、棒針の太さの

変化による編み目の大きさとゲージとの検討を行い、その中で棒針の太さによって単位長
さ間の編み目数が異なることを指摘した。そこで、本研究では、機能的な編み物の作品を
製作する際、ゲージグラフの曲線や斜線の描く部分で棒針の太さを自由に変え ることによ
りヽ 従来の増し目 ’減らし目によらない製図に近づけることが出来るのではないかと考べ
基礎的試料を得るための検討を行った。

〔方法〕手編み毛糸は並太毛糸（ウール100%）を用いた。編みゲージの試料は、６号から
1 4 号までの棒針を２号差にとり、３０日３０段の編み地を製作し、その形状や嗜好性を

調べた。さらに棒針を２号差ずつ変化させた時、その編み地の形状が従来の方法による増
し目・減らし目を行った編み地との比較を試みた。また、棒針を変化させながら手編みの
婦人用セーターを試作し、その評価を行った。

〔結果〕並太手編みゲージで3  0 日３０段の試料を比較した場合、棒針1  0 号で編んだ編
み地のものが良好であった。棒針を２号差に変化させて編み続けても、編み地の形状に違
和感はなく、従来の方法による増し目・減らし目と同様の効果を得られることが認められ
た。婦人用セーターを試作した結果、ゲージグラフに合わせながら部位ごとに棒針の号数
を変化させることにより、体型に適合した作品へと仕上がった。また、工芸教育の指導方
法から、棒針の太さを使い分けることで製作工程を簡略にする可能性が認められた。

1 ）　 千葉、日本家政学会東北・北海道支部大会研究発表要旨集,  p. 39.1998
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